
特

 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

特定非営利活動

巻頭のことば

今年も早く

かないでいる

でも、季節

りあえずビー

年 1 月に京都

一方で、T
本酒、焼酎な

付加価値農産

ら、秋・冬だけ

9 月度 (第 1
<9 月度理事

1． 「会友制

2． 京葉プラ

約の締結

3． 英文カタ

4． 会員意見

5． 交通費支

6． 「受託業

7． 「請負業

事業報告 「

T 化工機の

同年 10 月~
本年5月か

やメンテを得

ています。 
今回の要請

支援活動を継

SEF サロン 

《 第78回報

政治記者と

含め検討し、

第一線での記

を考えて行く

《 第79回案

講師：川崎克

 
9 月度会員

会員入退会 
正会員入退会

準会員入退会

動法人 シニア

ば  「秋、酒が

くも 10 月、中

る。 
節は着実に進

ール」の乾杯に

都市で敷かれ

TPP の交渉が

などの輸出も一

産物にこれま

けでも熱燗の

124 回) 理事

事会 (第 124
制度」の制定/審
ラントエンジニ

結/審議・承認

タログの作成/
見交換会開催

支給規定の改

業務収入配分規

業務遂行規定」

「T 化工機コン

のコンサルテ

~12 月にかけ

からは新たに

得意とする同社

請に対して化

継続し同社の

   第 78
報告 》講師

演題

して長年活躍

なぜ政権交

記者としての

くべきとご講

案内 》  日時

克正氏 三菱

員動向    

会  井上大介

会  丸山明男

ア エキスパー

が美味しい」 

中秋に入ったが

進んでいて、日

に異変が起き

れて以降、全

が佳境に入っ

一層盛んにな

まで以上に親

の日本酒を嗜も

事会より (9 月

回)> 
審議・承認 
ニアリング社と

認 
/審議・継続 

催の件/審議・承

改定/審議・承認

規定」の制定

」の改定/審議

ンサルティング

ティング業務は

けてはフェーズ

にフェーズⅢの

社に対して、プ

化学工学を専

の発展に寄与

回 報告/第 7
：仮野忠男氏

：「政権交代時

－めまぐる

躍されてきた

交代交が必要か

の経験を踏まえ

講演を結ばれま

時：2013年

菱商事企画業務

介さん(ご逝去

男さん入会 

より良き

ート フォーラム

       

が相変わらず

日本酒の美味

きるかもしれな

国に広まって

っている。農産

なってくれるこ

親しみを感じる

もうかと考えつ

25 日) 

との業務支援

承認 
認 

定/審議継続 
議・承認 

グ業務―フェ

は平成21 年4
ズⅡとして機械

の業務支援が

プロセス設計

専攻し化学会社

与したいと考え

79 回 案内

氏 政治ジャー

時代」の意味

しく変転する

た仮野氏から、

かを－議院内

え、政治現場の

ました。会場

11月25日

務部欧阿中東

去) 退会 

き人間社会のた

ム    （第 94 号

       

ず 30 度を越す

味しいい時期に

ないという。「日

ていると報じて

産物の高付加

ことを期待した

ることが望まし

つつもワイン＋

援契

8． 「日

9． [押印

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

ェーズⅢ」  

4 月にフェー

械要素の設計

がスタートしま

計や技術、安全

社で辣腕を振

えています。

       

ーナリスト

味を考える 
る政治状況に

、日本政治状

閣制の落とし

の臨場感すら

場からも熱心な

（水）18時  
東CISチーム

ために

号） 

        

す残暑の日が

になってきた。

日本酒乾杯条

ている。 
加価値化による

たい。でもその

しい。私もこれ

＋日本酒とな

当支給規定」

印規定]の制定

井上大介会

康宏商事と

環境業務支

2013 年 6 月

平成 25 年

NPO 推進

弥生会計保

        

ーズⅠとしてハ

計をテーマにス

ました。今回の

全、品質管理

振るってきた佐

        

元毎日新聞論

について日本人

状況を二大政党

し穴「選ばれた

ら感じる説得力

な質問・意見が

      場所

シニア・ア

9 月末

正会員

賛助会

       顧

があり衣替えに

9月30日の

条例」の制定が

る輸出促進な

の前に、日本人

れに協力するた

なって酒量が増

制定の件/審
定/審議承認 
会員(逝去)退会

との業務支援契

支援事業部收入

月会員意見交

6 月度会計収

進ネット団体保

保守サポート契

      

ハードの機器設

スタッフ教育を

の支援活動はハ

理等主としてソ

佐野会員を主担

       

論説委員 

人は如何にあ

党による政権交

た独裁」―と

力のあるご講

が述べられ有

所：青学会館

アドバイザー 

末現在の会員

員-28 名  準

会員-2 社 

編

連

U

2013 年

顧問  村瀬 

にも夏の衣類を

の読売新聞の編

が相次いでい

などが課題とな

本人がもっと積

ために外国産

増えることを心

審議・承認 

退会の件/報告

援契約の件/報
入成行報告/報

交換会議事録の

収支報告の件/
保険継続の件/

契約更新の件

    担当理

設計支援業務

を実施しまし

ハードの機器

ソフト面からの

担当として中

     担当

るべきか－

権交代の意味を

という視点でお

講演で、主権者

有意義な時間を

館内・レストラ

  演題：未

員数 
準会員-3３名 

編  集   SE

連絡先  03-3
U R L    htt

年 10 月5 日発

禎男 
を仕舞う訳に

編集手帳では

るのだそうだ

なっているが

積極的に日本の

産ワイン愛好派

心配している。

・承認 
告・承認 

報告・了承 
の件/報告・了

/報告・了承

/報告・了承承

件/報告・了承

理事 黒山専務

務からスタート

た。 
器設計製作、工

の支援が期待さ

中長期的な視野

当理事 白崎善

（9月25日実

を英米との比較

お話されまし

者として政権交

を共にしまし

ラン｢フィリア

未定 

F 事務局 

3669-0499 
tp://sef-jpn.or

発行 

にもい

は「と

だ。今

が、日

の高

派か

 

了承 

承認 
承 

専務 
トし、

工事

され

野で

善宏

実施）

較を

した。

交代

した。

ア｣ 

rg 


